
事業内容① 都民への普及啓発

都民が自分自身の希望するケアについて考えられるようになる

◎自分が希望するケアを考える本人
一人一人が自分の人生について「大切なもの」「よりよく生きる」とは何かを考え、医療や介護について、家族や医療介護従事者と話し合

い、自分以外の人に希望を共有しておくことで、自分の望まない医療と介護を避け、自己意思が尊重された医療と介護を受ける準備を進
めることができるようになる。

◎本人に関わる支援者以外の家族及び関係者
身近な人、大切な人の医療・ケアについて考え、話し合いに参加できるようになる。

・積極的医療だけでなく、治し支える医療について啓発し、終末期の医療・ケアに対するイメージを都民が持てるようにする。
（選択肢の提示）

・社会の中で「自分の人生の最終段階」について考え、話すことがポジティブに受け止められる雰囲気の醸成
（本人・家族における話し合いの重要性の認識）

・自分または家族の医療・ケアについて考え、家族間で話し合う機会の創出
（きっかけづくり）
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○引き続き「わたしの思い手帳」を広く配布（R5配布予定:６万部（本編・書き込み編計12万冊））

○更なる普及啓発方法の検討（認知度向上の方策、「わたしの思い手帳」の新たな媒体の検討 等）

○本人に加え、若年層、親が後期高齢者の世代の40～50代、ACPを考える本人の家族や親しい人等に対しACPの考え方を広め、
興味関心を持ってもらうため、新たにリーフレットを作成、配布
※ R5は３万部を区市町村、各関係団体、病院等に配布予定

※ PDFデータを東京都のHPに掲載し、区市町村、医療機関、介護施設等が自由に印刷して活用できるようにする
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「わたしの思い手帳」を作成・配布し、都民自身が希望する医療・ケアについて考える機会を創出。

※3年間で11.5万部（本編・書き込み編計23万冊）を配布済）

資料４



更なる普及啓発方法の検討

－ACPの認知度が低い中で（※）、どのように普及を進めていくかが課題

※ R4インターネット福祉保健モニターアンケートでは、ACPについて「知らない」が64.6％、
「聞いたことはあるがよく知らない」が21.3％、「よく知っている」が14.1%

ACPが認知されやすくなるには

「わたしの思い手帳（書き込み編）」のデジタル化

○ACPが何の略か分かりづらいとの意見もある（R4インターネット福祉保健モニターアンケートより）

・もっと日本語名にしてみると普及がはやいと思う。

・まるでBCPのような名前。「わたしの思い手帳」の表紙をみて個人が手に取るのは難しいかなと思う。

→なじみやすい愛称やキャッチコピー等があれば浸透するか？

→“わたしの思い”という言葉をキーワードに、東京都のACPを進めていってはどうか？

○ 高齢者以外の世代へのACPの浸透を図るにはどうすればよいか。

○ 「わたしの思い手帳（書き込み編）」の記載内容を医療介護従事者と共有しやすくするにはどうすればよいか。

→スマホやタブレット等で自分や家族の思いを書き込めるようにしてはどうか？

→デジタル化にあたり、現行の「わたしの思い手帳（書き込み編）」に新たなコンテンツを加えてみてはどうか？

（「おじいちゃんおばあちゃんへの100の質問」など）



○リーフレット案

○目 的： ACPを知らない層に対しACPの考え方を広め、興味関心を持ってもらうための普及啓発を行う。

○対象者： 本人に加え、若年層、親が後期高齢者の世代の40～50代、ACPを考える本人の家族や親しい人等、
幅広い層を対象とする。

○内 容： 上記対象者に手に取ってもらいやすくするため、ACPを知らない人にも分かりやすいタイトルとする。
また、「自分の家族」や「自分の大切な人」というキーワードが目立つようにし、そういった人の今後について
考えるきっかけとなるものにする。

（表） （裏）

タイトル

生きていくことは「選択」の連続

何について考えるのか？
◆自分が「大事にしていること」を考えてみよう！
◆自分の家族や大切な人が「大事にしていること」を聞いてみよう！

ACPサイクル

「わたしの思い手帳」の紹介

＜ACPを知らない方に対する東京都からのメッセージ＞

★：インターネット福祉保健モニターアンケートで「印象に残った言葉」として多かったもの



リーフレット タイトル案

ＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング）

「病気になったり介護が必要になったりしたとき、自分はどう生きたいか」をあらかじめ考え、
家族や大切な人、医療・介護ケアチームと繰り返し話し合い、自分の思いを共有することを、
アドバンス・ケア・プランニング（Advance Care Planning）略してＡＣＰといいます。

大切な「わたしの思い」 振り返り、向き合ってみよう
将来の自分の変化に備えて、人生観や生きがいを考え、医療や介護のことについて準備しておきましょう

「ＡＣＰ」が何の略か分かりづらいとの意見もあるため、
リーフレットの頭は、本紙を手に取る方への投げかけとし、
ＡＣＰについての説明は、副題のような形としてはどうか。



【参考】 広報東京都４月号 掲載記事


